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環境に優しい大豆油インキ 
を使用しています。 

東北森林管理局では、日本の森林を育てるために間伐材を 
積極的に使用しています。 

■美しい森林づくり
「合成フェロモンによるナラ枯れ対策」
～新たな防除技術の確立に向けて～

山形県農林水産部　森林課

■森林官からの投稿
「人々に身近な国有林に携わって」
宮城北部森林管理署　花山森林事務所　齋藤　弘幸

■我が署の隠れた名所
由利森林管理署「洞

ど

合
あい

の大
だい

甌
おう

穴
けつ

」

（ミチノクコザクラ）



特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
を

目
指
し
て

ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

●
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
化
へ
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み

植
林
に
当
た
っ
て
、
成
長
が
よ
く
、

取
扱
い
も
容
易
な
コ
ン
テ
ナ
苗
を
導
入

し
、
下
刈
回
数
の
縮
減
な
ど
造
林
コ
ス

ト
の
低
減
化
を
図
り
ま
す
。

●
貴
重
な
森
林
生
態
系
の
保
全
管
理

国
有
林
内
の
優
れ
た
森
林
環
境
を
保

全
管
理
す
る
た

め
、
局
・
署
の

職
員
に
加
え
、

一
般
か
ら
募
集

し
た
グ
リ
ー

ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
巡
視
員
に
よ

る
巡
視
活
動

を
、
人
員
を
増

強
し
実
施
し
ま
す
。

●
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を

積
極
的
に
応
援

六
月
に
北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
植
樹
祭
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

五
月
十
日
に
秋
田
県
と
共
催
に
よ
り
秋

田
駅
前
で
「
森
林
の
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
植
樹
祭
で
は
、
職
員
及

び
Ｏ
Ｂ
が
一
般
参
加
者
の
植
樹
指
導
も

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
東

北
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
白

●
県
等
と
の
連
携
に
よ
る

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
の
確
立

管
内
の
「
ナ
ラ
枯
れ
」
に
つ
い
て
、

被
害
木
駆
除
に
加
え
、
山
形
県
等
と
連

携
し
、
新
た
な
手
法
を
検
証
し
、
効
果

的
な
防
除
手
法
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
花
粉
症
対
策
の
推
進

仙
台
市
周
辺
の
ス
ギ
花
粉
発
生
源
を

減
ら
す
た
め
、
仙
台
市
街
地
中
心
か
ら

二
十
km
範
囲
内
の
ス
ギ
人
工
林
（
七
九

〇
ha
）
に
つ
い
て
、
優
先
的
に
間
伐
を

行
い
ま
す
。

●
平
泉
周
辺
の
森
林
の

景
観
保
全
へ
の
取
り
組
み

「
平
泉
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

向
け
、
木
の
文
化
を
継
承
す
る
取
組
等

を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
月
山
国
有
林

に
お
け
る
松
く
い
虫
被
害
木
の
残
材
処

理
、
奥
州
藤
原
氏
と
ゆ
か
り
の
深
い
川

西
月
山
神

社
ま
で
の

歩
道
の
修

理
や
案
内

看
板
の
設

置
、
周
囲

の
人
工
林

の
間
伐
等

を
お
こ
な

う
ほ
か
、

木
の
文
化

の
普
及
・

啓
発
の
イ

の
防
止
を
は
じ
め
、
森
林
の
持
つ
多
様

な
機
能
の
発
揮
を
図
り
ま
す
。

●
松
く
い
虫
被
害
対
策
の
推
進

薬
剤
散
布
や
伐
倒
駆
除
等
を
実
施
し

て
い
く
と
と
も
に
、
県
・
地
元
自
治
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
つ

つ
、
効
果
的
な
被
害
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
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「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に

向
け
た
整
備
と
保
全

●
間
伐
を
積
極
的
に
推
進

京
都
議
定
書
の
森
林
吸
収
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
率
先
し
て
森
林
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
大
幅
に
森
林
整

備
事
業
量
を
増
や
し
た
平
成
十
九
年
度

に
続
き
、
今
年
度
も
積
極
的
に
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
を
進
め
、
地
球
温
暖
化

平
成
二
十
年
度
東
北
森
林
管
理
局
重
点
取
組
事
項

平泉周辺の森林の景観保全への取組み

特集コーナー

本
年
よ
り
京
都
議
定
書
に
定
め
る
第
一
約
束
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
、
七
月

に
開
催
さ
れ
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
は
主
要
議
題
に

な
る
な
ど
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
森
林
吸
収
源
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
吸
収
源
対
策
を
は
じ
め
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の

か
ん
養
な
ど
様
々
な
役
割
を
果
た
す
森
林
を
適
切
に
整
備
・
保
全
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

管
内
の
森
林
面
積
の
四
割
を
管
理
す
る
東
北
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、

率
先
し
て
、
適
切
な
森
林
の
整
備
・
保
全
、
国
産
材
利
用
等
の
取
組
を
、
幅

広
い
国
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
・
地
域
と
の
連
携
の
下
、
総
合
的
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

蔵王での巡視活動（仙台森林管理署）
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特集コーナー

神
山
地
や
天
然
秋
田
ス
ギ
、
現
場
で
の

活
動
等
、
国
有
林
の
果
た
す
役
割
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

国
産
材
の
復
活
に
向
け
た

取
り
組
み

●
国
産
材
の
復
活
を
目
指
し
た

安
定
供
給

成
熟
し
つ
つ
あ
る
森
林
資
源
を
活
か

し
て
、
一
般
製
材
用
の
丸
太
の
安
定
的

な
供
給
等
に
よ
り
国
産
材
の
復
活
を
目

指
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
丸
太
の
生
産
量
は

四
十
六
万
　
（
昨
年
度
比
一
〇
九
％
）、

う
ち
一
般
製
材
用
の
丸
太
は
二
十
万
　
　

（
昨
年
度
比
一
〇
一
％
）
と
し
、
昨
年

度
以
上
の
供
給
量
を
確
保
し
て
木
材
の

安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

●
間
伐
材
の
利
用
拡
大
の
推
進

間
伐
に
よ
る
収
穫
量
は
七
割
を
超
え

る
な
ど
、
間
伐
材
の
供
給
が
増
加
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
公
募
に
よ
る
企
画
競

争
に
基
づ
き
、
合
板
工
場
、
集
成
材
工

場
等
と
の
間
で
丸
太
の
計
画
的
な
供
給

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
行
う
「
シ

ス
テ
ム
販
売
」
を
昨
年
度
比
一
一
九
％

に
拡
大
す
る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

●
間
伐
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

間
伐
を
一
層
推
進
し
、
資
源
（
間
伐

材
）
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
国
有

林
が
率
先
し
て
施
業
箇
所
の
団
地
化
、

列
状
間
伐
の
推
進
、
低
コ
ス
ト
路
網
の

整
備
、
民
有
林
・
国
有
林
が
一
体
と
な

っ
た
施
業
モ
デ
ル
現
地
検
討
会
の
開
催

等
に
よ
り
、
効
率
的
な
作
業
方
法
の
普

及
・
定
着
を
図
り
、
間
伐
の
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
縮
減
を
進
め
ま
す
。

●
治
山
・
林
道
工
事
へ
の
木
材
利
用

治
山
・
林
道
工
事
に
お
い
て
も
工
種

工
法
を
工
夫
し
、
ス
ギ
間
伐
材
、
青
森

ヒ
バ
並
材
な
ど
の
木
材
の
積
極
的
な
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

同
時
に
、
国
有
林
材
が
合
法
・
持
続

可
能
な
木
材
で
あ
る
と
と
も
に
、「
持

続
可
能
な
経
営
か
ら
生
産
さ
れ
た
合
法

な
木
材
」
の
利
用
促
進
が
地
球
環
境
の

保
全
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
基
盤
を
つ
く
る

治
山
事
業

●
暮
ら
し
を
守
る
基
盤
の
整
備

国
民
の

安
全
・
安

心
を
確
保

す
る
こ
と

は
、
国
と

し
て
の
基

本
的
な
責

務
で
あ
り
、

治
山
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
国
民
生
活

の
安
全
・
安
心
の
基
盤
と
な
る
奥
地
水

源
林
や
防
災
林
等
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
治
山
事
業
に
よ
る
各

地
の
取
組
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進

●
仁
別
森
林
博
物
館
五
月
三
日
（
土
）
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

昭
和
三

十
九
年
開

設
の
仁
別

森
林
博
物

館
（
秋
田

市
仁
別
）

は
、
こ
れ

ま
で
の
展

示
を
一
新

し
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

仁
別
地
区

の
身
近
に

天
然
秋
田
ス
ギ
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
で
あ
る
特
性
を
活
か
し
、
科
学

的
・
歴
史
的
な
観
点
か
ら
「
天
然
秋
田

ス
ギ
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

森
林
の
働
き
な
ど
に
つ
い
て
も
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
展
示
と
し
ま
し
た
。

●
白
神
山
地
の
情
報
発
信
が

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

局
管
内
の
白
神
山
地
に
関
す
る
情
報
を

総
合
的
に
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
す
。

●
森
林
環
境
教
育
の
推
進

森
林
環
境
教
育
用
教
材
と
指
導
者
用

手
引
書
を
新
た
に
作
成
し
、
管
内
の
小

学
校
に
配
布
し
、
森
林
環
境
教
育
に
活

用
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
今
年
度
も
、

各
地
の
森
林
管
理
署
で
森
林
教
室
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

暮らしを守る基盤の整備

リニューアルした仁別森林博物館

・ミニギャラリー
パッチワーク・キルト展

秋田市　岩澤　節子

1階ロビーのご案内（4月）
東北森林管理局

1階ロビーのご案内（4月）

・PRコーナー
平成20年度　東北森林管理局の主な取組
ミニギャラリーの紹介

企画調整室・総務課
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岩手北部森林管理署長 

春 
すの 

原 
はら 

武 
たけ 

志 
し 

（長野県 ） 

61・４ 農林水産省入省 
元・ ６ 秋田局計画課森林施業調整官 
４・ ８ 鹿角市農村環境課主席課長補佐 
17・８ 近畿中国局計画課長 

盛岡森林管理署長 

二 
ふた 

村 
むら 

信 
しん 

三 
ぞう 

（愛知県 ） 

56・４ 農林水産省入省 
14・４ 林野庁経営課課長補佐 
16・４ 関東局森林整備課長 
18・４ 近畿中国局滋賀署長 

仙台森林管理署長 
はら 

繁 
しげる 

（滋賀県 ） 

58・４ 農林水産省入省 
８・  ４ 高知局魚梁瀬署長 
14・４ 佐賀県林政課長 
18・４ 独立行政法人緑資源機構北海道地方 

建設部長 

企画調整室長 

三 
み 

重 
え 

野 
の 

裕 
ひろ 

通 
みち 

（大分県 ） 

８・ ４ 農林水産省入省 
12・ ４  北見支局計画課経営計画第一係長 
17・ ４  林野庁経営課経営対策官 
18・10 国土交通省国土計画局総合計画課専 

門調査官 

経理課長 

松 
まつ 

橋 
はし 

和 
かず 

夫 
お 

（秋田県 ） 

45・４ 秋田局大曲署採用 
８・  12 〃　小国署次長 
11・３ 〃　総務課課長補佐 
13・12 東北局企画調整室監査官 

販売課長 

奥 
おう しゅう 

屋 
や 

忠 
ただ 

法 
のり 

（秋田県 ） 

48・ ４  秋田局造林課採用 
９・12 〃　販売課企画係長 
12・ ４  東北局米代西部署次長 
17・ ４  〃 森林整備部企画官 

藤里森林センター所長 

新 
しん 

屋 
や 

敷 
しき 

哲 
てつ 

也 
や 

（鹿児島県 ） 

52・４ 青森局人事課採用 
13・１ 環境省東北地区自然保護事務所青森 

支所生態系保全科長 
16・４ 東北局計画部自然遺産保全調整官 
17・10 東北局企画調整室監査官 

上小阿仁支署長 

角 
つの 

掛 
かけ 

勇 
ゆう 

吉 
きち 

（岩手県 ） 

47・４ 青森局川尻署採用 
12・４ 東北局宮城北部署次長 
16・４ 　〃　森林整備部企画官 
19・４ 〃　企画調整室監査官 

（青森事務所副所長 ） 

最上支署長 

土 
ど 

居 
い 

隆 
たか 

行 
ゆき 

（東京都 ） 

８・４ 農林水産省入省 
９・４ 熊本局日向署森林官 
16・４ 内閣府政策企画専門官（政策統括官 

（経済社会システム担当）付参事官 
（社会基盤担当）付） 

18・４ 林野庁治山課治山対策官 

新任者略歴新任者略歴  

紹紹   介 介 紹  介 
新任者略歴 

特集コーナー 特集コーナー
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事
業

里
山
広
葉
樹
林
の
若
返
り
を
図
る
と

と
も
に
、
ナ
ラ
材
の
利
用
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
で
ナ
ラ
枯
れ
被
害
を
予
防

す
る
「
林
業
的
な
防
除
手
法
」
に
つ
い

て
、
そ
の
手
法
や
効
果
に
つ
い
て
検
証

す
る
。

◇
実
施
主
体
＝
県
　
《
新
規
》

四
　
お
わ
り
に

東
北
森
林
管
理
局
と
の
連
携
の
も

と
、
新
た
な
防
除
技
術
の
確
立
と
そ
の

実
用
化
が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
実
施
主
体
＝
市
町
村
《
継
続
》

（
二
）
新
規
発
生
市
町
村
対
策

被
害
を
初
期
段
階
で
終
息
さ
る
た

め
、
殺
虫
効
果
の
高
い
伐
倒
及
び
天
幕

被
覆
（
く
ん
蒸
薬
剤
散
布
）
に
よ
る
害

虫
駆
除
を
実
施
す
る
。

◇
実
施
主
体
＝
県
　
《
新
規
》

（
三
）
面
的
防
除
手
法
実
証
事
業

合
成
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
用
い
た
大
量
捕

殺
手
法
を
確
立
す
る
た
め
の
実
証
事
業

を
実
施
す
る
。

◇
実
施
主
体
＝
県
　
《
新
規
》

（
四
）
広
葉
樹
資
源
循
環
利
用
モ
デ
ル

一
方
、
国
有
林
で
は
、
平
成
十
五
年

頃
か
ら
庄
内
地
方
で
被
害
が
目
立
ち
始

め
、
最
近
で
は
、
県
北
部
の
最
上
地
方

や
県
南
部
の
西
置
賜
地
方
な
ど
で
激
増

し
て
お
り
ま
す
。

二
　
東
北
森
林
管
理
局
と
の
連
携

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二
十

年
二
月
に
、
東
北
森
林
管
理
局
と
県
が

合
同
で
¬
ナ
ラ
枯
れ
被
害
拡
大
防
止
対

策
検
討
会
」
を
設
置
し
、
合
成
フ
ェ
ロ

モ
ン
を
用
い
た
防
除
技
術
の
実
証
事
業

と
、
そ
の
効
果
検
証
に
民
・
国
一
体
で

取
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。こ

の
検
討
会
を
踏
ま
え
、
早
速
、
担

当
者
会
議
を
開
催
し
、
実
証
事
業
の
候

補
地
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月

に
予
定
し
て
い
る
第
二
回
検
討
会
に
お

い
て
、
今
回
の
事
業
効
果
を
検
証
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

三
　
総
合
的
な
被
害
対
策
の
実
施

本
県
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら

「
ナ
ラ
枯
れ
被
害
緊
急
対
策
事
業
」
を

新
た
に
創
設
し
、
総
合
的
な
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
一
）
被
害
先
端
地
対
策

被
害
区
域
の
拡
大
を
抑
制
す
る
た

め
、
く
ん
蒸
薬
剤
注
入
に
よ
る
害
虫
駆

除
を
実
施
す
る
。

一
　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況

山
形
県
内
の
民
有
林
に
お
け
る
ナ
ラ

枯
れ
被
害
は
、
平
成
三
年
に
旧
朝
日
村

で
確
認
さ
れ
て
以
来
、
継
続
し
て
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
八
年
以

降
は
、
被
害
量
が
年
々
増
加
し
、
平
成

十
七
年
に
は
過
去
最
高
の
、
約
四
万
本

を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
海
沿
い
の
庄
内
地
方
を

北
上
す
る
形
で
拡
が
っ
た
被
害
区
域

は
、
平
成
十
六
年
頃
か
ら
徐
々
に
内
陸

部
へ
と
拡
大
を
は
じ
め
、
今
年
度
は
県

内
十
七
市
町
村
で
、
約
一
万
八
千
本
の

被
害
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

合成フェロモンによる
ナラ枯れ対策

～新たな防除技術の確立に向けて～
山形県農林水産部森林課
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守ろう置賜の森林
～地域一体となって取り組むナラ枯れ対策～

置賜森林管理署

駆除作業の様子

当
署
が
管
理
し
て
い
る
置
賜
地
域
の

国
有
林
七
万
七
千
ha
の
内
、
天
然
林
が

八
十
三
％
を
占
め
て
お
り
、
加
え
て
原

生
的
な
天
然
林
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
飯
豊
山
周
辺
及
び
吾
妻
山
周

辺
及
び
、
朝
日
山
地
が
森
林
生
態
系
保

護
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
国
町
の
ブ
ナ
の
森
温
身
平
は
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
置
賜
地
域
で
は
、
ナ
ラ
枯
れ

被
害
が
年
々
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
こ

れ
ら
貴
重
な
天
然
林
へ
の
被
害
が
年
々

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
、
小
国
町
で

初
め
て
被
害
が
確
認
さ
れ
た
平
成
十
七

年
度
か
ら
、
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
民
・
国
一
体
的
な
取
組
が
重

要
と
の
認
識
の
も
と
地
元
の
小
国
町
な

ど
と
被
害
対
策
研
修
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
に
殺
菌
剤

の
樹
幹
注
入
に
よ
る
駆
除
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
は
こ
の
駆
除
に
加
え
、
被
害

を
受
け
て
い
な
い
健
全
木
を
守
る
た
め

に
活
性
剤
等
の
樹
幹
注
入
に
よ
る
予
防

処
理
を
行
い
、
置
賜
地
域
に
お
け
る
ナ

ラ
枯
れ
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

虫
獣
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
被
害
拡

大
防
止
対
策
の
検
討
や
研
修
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
広
報
誌
、

署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
一
般

へ
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
置
賜
地
域
で
最
も
被
害
が
大
き

い
小
国
町
と
は
、
置
賜
地
域
の
他
の
市

町
へ
の
被
害
拡
大
防
止
が
重
要
と
の
観

点
か
ら
、
新
た
な
駆
除
・
防
除
方
法
の

共
同
研
究
、
駆
除
・
防
除
の
区
域
の
選

定
等
に
お
い
て
は
情
報
を
共
有
化
し
て

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
従
来
よ
り
実
施
し
て
い
る

防
除
方
法
に
加
え
、
東
北
森
林
管
理
局

と
山
形
県
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
二
十

年
度
か
ら
取
り
組
む
合
成
フ
ェ
ロ
モ
ン

を
利
用
し
た
面
的
防
除
の
試
験
へ
の
積

極
的
な
協
力
、
市
町
村
等
と
の
連
携
の

更
な
る
強
化
を
図
り
、
置
賜
地
域
の
貴

重
な
森
林
を
守
る
た
め
ナ
ラ
枯
れ
被
害

の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

研修会の様子

紅葉のように赤くなったナラ枯れ被害木

十
九
年
度
は
、
山
形
県
や
置
賜
地
域

の
市
町
村
、
森
林
組
合
等
と
森
林
病
害

▼
ナ
ラ
枯
れ
と
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
が
病
原
菌
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
起
き
る
樹
木
の
伝
染
病

で
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
ナ
ラ
類
が
枯
れ
て
し
ま
う
も

の
で
す
。
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【森のお話】 

三
月
の
花
粉
飛
散
時
期
に
宮
城
北
部
森

林
管
理
署
管
内
の
沿
岸
部
の
国
有
林
で

無
花
粉
ス
ギ
探
し
を
行
い
ま
し
た
。
林

道
沿
い
の
木
を
中
心
に
雄
花
を
採
取
し

て
、
花
粉
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
ま
し

た
が
、
今
回
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
（
写
真
―
２
、
３
、
４
、
５
）。

替
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
花
粉
の
生
産

が
よ
り
少
な
い
林
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
花
粉
を
盛
ん
に
生
産
し
て
い
る

林
は
三
十
年
生
以
上
で
そ
の
面
積
も
多

い
の
で
、
こ
の
林
を
少
花
粉
品
種
や
花

粉
が
風
で
飛
ば
な
い
樹
種
に
植
え
替
え

な
い
と
ス
ギ
花
粉
飛
散
遼
は
低
下
し
ま

せ
ん
。
現
在
の
林
業
事
情
か
ら
は
切
り

替
え
に
は
長
期
間
必
要
と
予
想
さ
れ
、

大
都
市
圏
な
ど
の
人
口
密
集
地
に
飛
散

す
る
花
粉
の
発
生
源
を
明
ら
か
に
し
優

先
的
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

少
花
粉
品
種
の
普
及
は
岩
手
県
、
宮

城
県
が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、
林
野
庁

は
各
県
の
種
苗
生
産
組
合
に
少
花
粉
苗

の
大
量
生
産
の
た
め
の
施
設
や
さ
し
木

試
験
に
補
助
を
行
い
、
平
成
二
十
九
年

度
に
は
全
国
で
一
千
万
本
の
供
給
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

究
極
の
花
粉
症
対
策
ス
ギ
は
い
わ
ゆ
る

無
花
粉
ス
ギ(

雄
性
不
稔
ス
ギ
）
で
す
。

こ
の
ス
ギ
は
雄
花
は
着
け
る
の
で
す
が

花
粉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
無
花
粉
ス
ギ
は

精
力
的
に
調
べ
が
進
ん
だ
結
果
、
各
地

で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
育
種
場

で
発
見
し
た
の
は
、
宮
城
北
部
森
林
管

理
署
二
七
〇
ら
林
小
班
で
二
十
年
前
に

虫
害
抵
抗
性
候
補
木
と
し
て
選
ん
だ
個

体
で
す
。
交
配
に
よ
っ
て
こ
の
形
質
を

優
良
な
木
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
成
長
・
材
質
が
良
く
無
花
粉

の
優
良
品
種
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
東
北
育
種
場
で
は
今
年

の
う
ち
半
分
は
極
め
て
少
な
い
）、
中
く

ら
い
五
割
、
多
い
二
割
で
し
た(

図
―
１
、

写
真
―
１
）。
着
花
指
数
１
は
全
く
着
花

な
し
、
1.5
は
極
め
て
少
な
い
も
の
で

15
％
弱
あ
り
ま
す
。
少
花
粉
品
種
は
極

め
て
少
な
い
も
の
の
中
か
ら
成
長
や
材

質
が
よ
く
、
気
象
害
に
強
い
な
ど
の
特

性
を
併
せ
持
つ
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

現
在
東
北
地
方
で
造
林
さ
れ
て
い
る
ス

ギ
は
二
十
年
前
か
ら
精
英
樹
の
子
供
に

社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ス
ギ

花
粉
症
に
対
す
る
森
林
・
林
業
面
か
ら

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
総
合
研

究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
都
県
が
連

携
し
、
成
長
や
幹
の
通
直
性
等
が
飛
び

抜
け
て
優
れ
た
ス
ギ
（
精
英
樹
と
呼
び

ま
す
）
を
対
象
に
、
雄
花
が
枝
に
着
く

量
の
調
査
を
長
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
八
年
度

か
ら
、
雄
花
の
着
生
が
全
く
認
め
ら
れ

な
い
か
、
き
わ
め
て
僅
か
で
あ
る
ス
ギ

の
品
種
（
少
花
粉
品
種
）
を
全
国
で
一

三
一
品
種
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

品
種
は
大
都
市
圏
を
中
心
に
普
及
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

東
北
育
種
場
は
、
平
成
十
四
年
度
に

十
一
品
種
を
開
発
し
、
十
九
年
度
に
十

品
種
を
追
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
精
英
樹
で
着
花
の
多
い
ス

ギ
と
少
な
い
ス
ギ
は
ど
の
く
ら
い
の
割

合
か
四
十
年
生
の
品
種
毎
の
植
栽
地
で

調
査
し
ま
し
た
。
三
カ
年
の
平
均
で
見

る
と

着
花
量
が
少
な
い
も
の
三
割
（
そ

▲
粉
の
極
め
て
多
い
も
の
、
少
な
い
も
の
、
花
粉
が
出
な
い
も
の

そ
れ
を
探
し
て
花
粉
症
対
策
に
利
用
し
ま
す

嫌
わ
れ
者
の
ス
ギ
花
粉
で
す
が

ス
ギ
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

半
田
　
孝
俊

図－１品種毎の着花指数頻度

写真－２（右）
伸縮性のあるポ

ールの先に付けた
小さい鎌で雄花の
着いた枝を切り落
とします。
写真－３（左上）
雄花をつぶして

花粉があるか調べ
ます。
写真－４（左中）
無花粉スギの雄

花には花粉があり
ません
写真－５（左下）
正常なスギの雄

花は花粉があふれ
出ます。 写真－１着花の多い品種（左：指数

５）と少花粉品種（右：指数1.3）

コラム【森のお話】



8みどりの東北

菅野さんへ最優秀賞を授与する山下署長

当
署
主
催
の
、
ふ
る
さ
と
の
森
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
新
築
し
た
新

庁
舎
で
三
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
「
身
近
に
あ
る
あ
な
た
が
紹
介
し
た

い
森
や
山
の
樹
木
の
表
情
」
を
テ
ー
マ

に
、
管
内
（
五
市
町
）
の
皆
さ
ん
か
ら

募
っ
た
結
果
、
四
十
七
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
六
作
品
が
入
賞
し

ま
し
た
。

署
長
か
ら
「
い
ず
れ
も
ふ
る
さ
と
の

森
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
す
ば
ら
し
い
作
品
で

す
。
地
域
活
性
化
に
も
役
立
て
た
い
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
陸
前
高
田
市
、
菅

野
幸
雄
氏
の
「
森
の
め
ざ
め
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
作
品
紹
介
の
あ
と
、
表

状
・
賞
品
授
与
を
行
い
、
最
優
秀
賞
菅

野
氏
が
代
表
し
て
「
ふ
る
さ
と
に
は
写

真
を
撮
り
た
い
美
し
い
山
や
川
が
沢
山

あ
る
、
今
後
も
一
層
精
進
し
た
い
。
」

と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
は
、
出
席
者
と
木
の

香
あ
ふ
れ
る
真
新
し
い
庁
舎
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

入賞者全員で記念写真

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

再
発
見
し
て
見
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
の
森
を
！

【最優秀賞】：「森のめざめ」
菅野幸雄氏（陸前高田市）

【優秀賞】「残雪の片羽山雌岳」
三浦勉氏（釜石市）

【
佳
作
】

「
新
緑
と
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
」

吉
田
繁
氏
（
陸
前
高
田
市
）

「
命
」向

澤
き
よ
子
氏
（
大
船
渡
市
）

「
木
漏
れ
日
」

和
田
桂
一
（
大
船
渡
市
）

【優秀賞】「1000ｍライン花を求めて」
伊藤直人氏（釜石市）

各地からの便り
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各地からの便り

４月７日（月）、平成２０年度東北森林管理局新規採用者の入庁式が局大会議室で
行われました。
入庁式には、Ⅱ種９名、Ⅲ種１２名の計２１名が出席、河野局長からの訓辞では、

国民の共通の財産である国有林を預かる一員として、コンプライアンスを遵守し、
国民全体の奉仕者としての自覚を持ち、今日の気持ちや志を忘れず、自己研鑽に努
めていただきたい等の話があり、その後、採用者一人ひとりから所属、出身地、自
己紹介がありました。
新規採用者代表挨拶では、庄内署の水村年一さんから「私は大学時代に打ち込ん

だ登山を通じ、かけがえのない自然と出会いました。近年、森と海とのつながりが
注目されており、この関係を考慮した上で国有林整備の力になればと林野庁を志願
しました。これからの業務におい
ては、日々精進すべく精一杯取り
組みます。」との力強い決意表明が
ありました。
採用者は、入庁式に引き続き実

施された新規採用研修終了後、そ
れぞれの所属先森林管理署等で職
務に就きましたが、先輩方も厳し
さの中にも思いやりを持って、指
導等よろしくお願いします。
２１名のフレッシュマンの活躍

を期待しております。

21名のフレッシュマンが入庁
平成20年度東北森林管理局入庁式

恒例 
も り 

と　き：平成20年5月10日（土） 
　　　　10時～14時 
ところ：アゴラ広場及び 
　　　　　　　秋田駅前仲小路地内 

のの市市 の市 
先着500名に 
苗木プレゼント 

●山菜●山菜・・炭炭・・木製
品等の販売や木製品等の販売

や 

　クラフト制作
、椎茸の駒打クラフト制作、
椎茸の駒打 

　ち等参加型イ
ベントを開催ち等参加型イベ
ントを開催 

●山菜・炭・木製
品等の販売や 

　クラフト制作
、椎茸の駒打 

　ち等参加型イ
ベントを開催 
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各地からの便り

イ ベ ン ト 情 報 

期　　　日 平成２０年５月１８日（日）
実 施 場 所 青森県深浦町　十二湖自然休養林
募 集 人 員 ２０名
参　加　費 ２，０００円（バス代・傷害保険料）
出　発　地 青森市沖館１丁目

（旧青森グリーン会館跡地）７：１０発
申込み方法 平成２０年４月２２日８：３０から電話での受付を行い、先着２０

名で締め切らせていただきます。
そ　の　他 昼食は持参してください

【参加申込みお問い合わせは】
津軽白神森林環境保全　青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字米町25-2
ふれあいセンター 電話：０１７３－７２－２９３１
ＵＲＬ：http://www.tugarushirakami-kokuyurin.jp/

「新緑のブナ林で森
も

林
り

の妖精と神秘の湖沼を巡る」イベント名

期　　　日 平成２０年５月３１日（土）
実 施 場 所 秋田県八峰町　ぶなっこランド・二ツ森・ハタハタ館
募 集 人 員 ２０名
参　加　費 大人３，８００円、小人２，０００円

（保険料、記念写真代、入浴料含む）
出　発　地 秋田県能代市　　　 ＪＲ二ッ井駅 ８：００

秋田県山本郡八峰町 ぶなっこランド ９：２０
申込み方法 往復はがきに、イベント名、開催年月日、

住所、氏名、年齢、電話番号、返信面の宛先を記入の上、下記まで
お申し込み下さい。

申込み締切 ５月１４日（水）必着（応募多数の場合は抽選となります）
そ　の　他 昼食は持参してください

【お申込み先お問い合わせは】
藤里森林センター　住所：秋田県山本郡藤里町藤琴字大関添24-3

電話：０１８５－７９－１００３
ＵＲＬ：http://www.shirakami.or.jp/̃fujisatofc/

「新緑の白神山地で二ツ森登山と温泉浴」イベント名



花山森林事務所は、秋田県と奥羽山脈を挟
んで隣接した宮城県の内陸北西端に位置する
約8,400ヘクタールの国有林を管轄していま
す。
花山地区は平成17年の市町村合併で村から

栗原市の一部となりま
したが、面積の多くが
森林や原野・田畑で占
められ、農業と林業が
産業の中心となってい
ます。
また、奥地には秘湯

ともされるランプの宿
を含む温泉郷や美しい
滝や渓谷などもあり、
自然資源を活かした観
光業も盛んです。

集落の中心部を走る国道は、その昔伊達藩
と久保田藩（秋田藩）を結ぶ街道であり、今
でも番所跡がたたずんでいます。積雪のため、
冬期は閉鎖されてしまいますが、秋田県に通
じる幹線道路の一つとして開通されるシーズ
ンには、各地か
ら多くの方々が
訪れ、県外ナン
バーの車も目立
つようになりま
す。これらの観
光地の多くは国
有地内に存在し
ているため、災害や事故等のないように、か
つ適切な形で利用していただけるように、林
道や森林をしっかりと管理していくことが大
切であると考えています。
また、私は、隣接する栗駒山を含めた宮城

県側山麓の国有林約5,800ヘクタールを有す
る栗駒森林事務所管内も併せて管轄していま
す。この地域は、花山管内の国有林とともに
栗駒国定公園や森林生態系保護地域、および
緑の回廊を形成している自然景観・自然環境
的にとても重要な地域となっています。
栗駒山（須川岳）は、宮城・秋田・岩手の

宮城北部森林管理署 花山森林事務所

齋藤　弘幸

人々に身近な国有林に
携わって

管内にある「白糸の滝」
（高さ約４５ｍ）

11 みどりの東北

森林官からの投稿

３県境にまたがる活火山で、山頂は太平洋と
日本海を望む大展望地として、また紅葉の見
事な美しさが有名です。さらに、その中腹に
は、ブナ原生林の中に広がる「世界谷地」と
呼ばれる約15ヘクタールの湿原も存在してお
り、尾瀬や八幡平などと並ぶ有数の湿原とも
され、貴重な湿地性の高山植物が多数生育し
ています。栗駒山の登山などに訪れる方々と
併せて、行楽シーズンには、多くの観光客で
賑わいます。
両森林事務所とも、担当区時代の名残をと

どめており、国有林も民家の傍らに存在する
箇所が多くあります。
そのため、立木販売等に伴う搬出路やその

他各種事業においては、地域の方々の土地を
お借りすることなどが少なくありませんし、
逆に地元の方々からの様々な要請も沢山あり
ます。昨年度、初めての森林官として着任し、
慣れない折衝に戸惑いながら、地元に明るい
現場作業員の皆さんの力を借りてどうにかご
理解を得てまいりまし
た。
これらの経験を通じ、

地域の生活も考慮に入れ
ながら業務を進めていく
ことの重要性を認識する
ことができたと感じてい
ます。
今後は、これらの人々

に身近な国有林に対し
て、何か少しでも貢献で
きれば、と考えています。

職員手作りの注意喚起看板

管内より望む栗駒山（左寄りの山頂は虚空蔵山）

栗駒山中にある
「ネズコ」の巨木



お問い合わせ先 
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由利森林管理署

「洞
ど

合
あい

の大
だい

甌
おう

穴
けつ

」
（見所の概要）
洞合の大甌穴は、秋田県由利本荘市鳥海地区

の法体の滝上流を玉田渓谷沿い約1.0㎞付近に
あります。
甌穴は、鳥海山からの水が急峻な渓谷におい

て、水蝕作用により河底周辺が円形状の穴にな
っており、大小100個以上の甌穴群があります。

中でも洞合の大甌穴は、半径5ｍで半円洞窟
状の大きなものです。
大甌穴の周辺は、渓谷沿いに2.5㎞の歩道が

整備されており、ブナやナラの原生林や多様な
植物群落で構成され、景観も優れており森林浴
が楽しめます。

自然探勝として新緑の頃の散策もお勧めですが、自然性の高い変化に富んだ美しい渓谷は、紅
葉が川面を染める時期としても絶景です。
是非お立ち寄りください。

国道１０８号線・鳥海地区総合支所から中直根を経由
し百宅地区（法体の滝）まで車で約２５分。

所在地：秋田県由利本荘市鳥海町百宅地内

交通アクセス

〒015－0885 秋田県由利本荘市水林439
電話番号：050－3160－5840 FAX：0184-22-2274


